
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
度 

 
昭
和
文
学
会 

春
季
大
会 

 

会
場 
日
本
大
学
文
理
学
部 

三
号
館
五
階 

三
五
〇
五
教
室 

 
 
 
 

〒
一
五
六―

八
五
五
〇 

東
京
都
世
田
谷
区
桜
上
水
三―

二
五―

四
〇 

 
 
   

  

日
時 

六
月
一
〇
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り 

 特
集 

冷
戦
期
の
余
白
を
埋
め
る 

 
 
 
 

—
—

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
視
座
と
し
て 

 

開
会
の
辞  

 
                     

 
 
 
 

日
本
大
学
文
理
学
部
教
授 

紅
野 

謙
介 

 

【
基
調
講
演
】 

ベ
ト
ナ
ム
を
見
続
け
て
53
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

石
川 

文
洋 

 

【
研
究
発
表
】 

反
戦
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヘ
ア
ー
」
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て 
 
 
 
 
 

秋
吉 

大
輔 

 

子
ど
も
向
け
マ
ン
ガ
に
お
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
の
挫
折                     

森
下 
達 

―
―

石
ノ
森
章
太
郎
作
品
の
検
討
か
ら―

―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
本
人
の
ベ
ト
ナ
ム
体
験                                

 
 
  

川
村 

湊 
 

【
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

         

閉
会
の
辞  

 
                     

 
 
 
 
  
       

代
表
幹
事 

一
柳 

廣
孝 

司
会 

尾
崎 

名
津
子
・
友
田 

義
行 

  

※
終
了
後
、
三
号
館
一
階
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
秋
桜
に
て
、
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

予
約
は
不
要
、
当
日
受
付
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

  



 
【
企
画
趣
旨
】 

占
領
期
以
降
、
日
本
は
冷
戦
構
造
の
な
か
で
、
政
治
・
経
済
の
両
面
で
独
特
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
政
治
的
な
配

置
に
お
い
て
は
西
側
に
属
し
な
が
ら
も
、
冷
戦
の
最
前
線
で
は
な
く
、
そ
の
後
方
に
位
置
づ
い
た
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
殊
に
東
南
ア
ジ

ア
へ
の
経
済
進
出
を
進
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
分
業
経
済
体
制
の
中
心
を
担
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
構
造
が
成
立
す
る
重
大
な
契
機
の
一
つ
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
一
九
六
〇—

七
五
年
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
後
方
基
地
と
し
て
在
る
こ
と
を
否
応
な
く
想
起
さ
せ
、
沖
縄
の
在
日
米
軍
基
地
問
題
と
結
び
つ
く
か
た
ち
で
関
心

の
的
と
な
っ
た
。「
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
！
市
民
連
合
」（
ベ
平
連
）
の
活
動
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
大
規
模

な
市
民
運
動
が
展
開
さ
れ
も
し
た
。 

同
時
に
、
テ
レ
ビ
の
普
及
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
容
も
重
な
り
、
文
学
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
演
劇
、
映
画
、
新
聞
・

雑
誌
文
化
と
い
っ
た
諸
側
面
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
に
は
「
文
化
の
地
殻
変
動
」
と
も
い
う
べ
き
事
態
が
発
生
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え

る
。
そ
れ
は
ま
た
、
ロ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
音
楽
や
マ
ン
ガ
な
ど
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
が
、
一
種
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
と

し
て
も
流
行
し
た
と
い
う
こ
と
と
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
形
象
化
は
、
こ
う
し
た
変
容
を
前
提
と
し
て
い
る
。 

戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
に
否
応
な
く
向
き
合
っ
た
文
化
状
況
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
担
い
手
た
ち
は
「
ベ
ト
ナ

ム
」
を
起
点
と
し
て
何
を
想
像
／
創
造
し
た
の
か
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
考
察
が
よ
り
積
極
的
に
な
さ
れ
て
も
よ
い
は
ず
だ
が
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
期
の
文
学
・
文
化
に
関
す
る
研
究
上
の
「
余
白
」
は
、
い
ま
だ
埋
め
ら
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
企
画
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
起
点
と
し
て
生
起
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
多
角
的
に
捉
え
返
す
こ
と
を
通
し
て
、
冷
戦
構
造
下
の
日
本
の
文
化
状
況

を
検
討
し
た
い
。 

   

【
講
演
者
略
歴
】 

石
川 

文
洋
（
い
し
か
わ
・
ぶ
ん
よ
う
） 

一
九
三
八
年
沖
縄
県
生
ま
れ
。
一
九
六
四
年
、
毎
日
映
画
社
を
経
て
、
香
港
の
フ
ァ
ー
カ
ス
・
ス
タ
ジ
オ
に
勤
務
。
一
九
六
五
年
一
月

か
ら
一
九
六
八
年
一
二
月
ま
で
、
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
南
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
サ
イ
ゴ
ン
に
滞
在
。
朝
日
新
聞
社
出
版
局
勤
務
を
経

て
、
一
九
八
四
年
か
ら
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
日
本
写
真
協
会
年
度
賞
、
日
本
雑
誌
写
真
記
者
協
会
賞
、
日
本
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
特
別
賞
、
市
川
市
民
文
化
賞
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
よ
り
文
化
通
信
事
業
功
労
賞
を
受
け
る
な
ど
、
受
賞
多
数
。 

初
の
写
真
展
『
戦
争
と
兵
士
と
民
衆
』
以
後
、『
沖
縄
の
基
地
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
』、『
石
川
文
洋
が
見
た
フ
ク
シ
マ
』、『
戦
争
と
平
和 

ベ
ト
ナ
ム
の
五
〇
年
』
な
ど
、
多
数
の
写
真
展
を
開
催
。
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
ベ
ト
ナ
ム
海
兵
大
隊
戦
記
』
を
撮
影
す
る
な
ど
、

幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。 

主
な
著
書
に
、『
写
真
記
録
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
』、『
カ
ラ
ー
版 

ベ
ト
ナ
ム 

戦
争
と
平
和
』、『
私
が
見
た
戦
争
』
な
ど
が
あ
る
。 



【
発
表
要
旨
】 

  

反
戦
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヘ
ア
ー
」
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て 

秋
吉 

大
輔
（
あ
き
よ
し
・
だ
い
す
け
） 

 

一
九
六
七
年
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
上
演
さ
れ
た
「
ヘ
ア
ー
」
は
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
や
公
民
権
運
動
を
中
心
と
す
る
反
体
制
運
動
か
ら

生
ま
れ
た
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化
を
背
景
に
、
主
人
公
が
徴
兵
に
悩
む
反
戦
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
あ
る
。
翌
年
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
ロ
ン
グ
ラ
ン
公

演
と
な
り
、
世
界
各
地
で
上
演
さ
れ
、
六
九
年
一
二
月
に
は
東
京
に
上
陸
す
る
。
六
八
年
ア
メ
リ
カ
の
前
衛
演
劇
を
視
察
し
「
ヘ
ア
ー
」
を
観
劇

し
て
い
た
寺
山
修
司
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
日
本
版
の
台
本
を
依
頼
さ
れ
る
。
寺
山
の
台
本
は
、
翻
訳
劇
で
は
な
く
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
関

係
性
を
問
い
直
し
、
黒
人
に
対
す
る
人
種
差
別
の
状
況
を
在
日
コ
リ
ア
ン
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
上
演
で
は
、
寺
山

の
台
本
で
は
な
く
原
作
の
直
訳
に
近
い
台
本
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

本
発
表
で
は
、
寺
山
の
台
本
と
実
際
に
上
演
さ
れ
た
舞
台
を
、
現
存
す
る
資
料
に
よ
っ
て
比
較
す
る
こ
と
で
、「
ヘ
ア
ー
」
が
脱
政
治
化
さ
れ
消

費
の
対
象
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
様
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
な
ど
を
契
機
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
を
寺
山
が
ど
う
受
容
し
た
の
か
を
検
証
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
立
命
館
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

子
ど
も
向
け
マ
ン
ガ
に
お
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
の
挫
折 ――

石
ノ
森
章
太
郎
作
品
の
検
討
か
ら―― 

森
下 

達
（
も
り
し
た
・
ひ
ろ
し
） 

 

日
本
の
児
童
文
化
に
お
い
て
は
、
戦
前
・
戦
中
期
か
ら
、
所
与
の
も
の
と
し
て
の
善
を
体
現
す
る
少
年
主
人
公
が
敵
と
戦
う
と
い
う
枠
組
み
の

も
と
社
会
問
題
の
取
り
こ
み
も
図
ら
れ
て
き
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
日
本
に
お
い
て
、
手
塚
治
虫
や
水
木
し
げ
る
等
の
マ
ン
ガ
家
た
ち
が
、

自
身
が
創
造
し
た
子
ど
も
向
け
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
相
次
い
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
立
ち
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
広
い
意
味
で
は
こ
の
姿
勢

を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
児
童
文
化
の
枠
組
み
を
意
識
し
な
が
ら
、
本
発
表
で
は
、
少
年
誌
・
少
女
誌
で
く
り
か
え
し
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
取
り
上
げ
た
マ
ン
ガ
家
で
あ
る
石
ノ
森
章
太
郎
の
作
品
群
に
着
目
す
る
。
そ
こ
で
は
、
現
実
の
社
会
問
題
を
意
識
し
た
形
で
敵
の
造
形
の
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
が
図
ら
れ
た
結
果
、
戦
い
が
抽
象
化
し
、
最
終
的
に
は
ヒ
ー
ロ
ー
が
現
実
に
関
わ
れ
な
い
こ
と
が
主
題
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
っ

た
。
こ
の
点
か
ら
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
が
同
時
代
の
「
政
治
」
や
「
社
会
」
か
ら
は
切
断
さ
れ
た
領
域
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
く
過
程

を
浮
き
彫
り
に
す
る
の
が
、
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部

助
教
） 

  

日
本
人
の
ベ
ト
ナ
ム
体
験 

川
村 

湊
（
か
わ
む
ら
・
み
な
と
） 

 

日
本
の
現
代
作
家
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
、
そ
の
文
学
的
な
画
期
的
な
意
味
を
有
し
た
と
思
わ
れ
る
作
家
と
し
て
、
開
高
健
、
日
野
啓
三
、
近

藤
紘
一
の
三
人
が
い
る
。
彼
ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
体
験
が
な
け
れ
ば
、
作
家
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

戦
争
の
体
験
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
文
学
者
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
邂
逅
は
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
小
松
清
な
ど
の
例
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
前
、
以
降
の
日
本
人
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
わ
り
を
検
証
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
芸
評
論
家
） 

 



日
本
大
学
文
理
学
部 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

  

私 

鉄 

京
王
線 
下
高
井
戸
駅
西
口
、
ま
た
は
桜
上
水
駅
南
口 

よ
り
、
徒
歩
８
分
。  

 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
学
周
辺
図 

大
学
構
内
図 

※
講
演
・
研
究
発
表
・
懇
親
会
会
場
は
三

号
館
で
す
䣎 


